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 今月号は、新ごみ処理施設整備事業の「環境影響評価」に係る事業計画の変更について

お知らせします。 

１ 変更の経緯 

  新ごみ処理施設整備に係る環境影響評価書については、平成２１年１１月に公示・縦覧されま

した。その後、平成２２年３月に請負事業者が決定したことにより、施設の詳細設計が確定した

ため、平成２２年７月に東京都に対し、新ごみ処理施設整備事業計画の変更届を提出しました。 

２ 変更の概要 

項   目 変更後（図―１） 変更前（図―２） 

施設配置計画 

駐車場を建設地西側中央寄り及び

建設地中央部北寄りに配置、周回

道路の線形は楕円形状とする。 

駐車場を建設地西側北寄りに配置、

周回道路の線形は矩形状とする 

施
設
計
画 

処理フロー 

 排ガスは、乾式処理（消石灰噴

霧）、ろ過式集じん器（バグフィル

タ）、脱硝反応塔の順で処理する。 

 白煙防止対策は実施しない。 

 洗車排水は、オイルトラップ後、

排水処理設備で処理を行い、再利

用を図る。プラットホーム洗浄排

水は、ごみピットに投入する。ご

みピット排水は、ストーカ炉内に

噴霧せず、ピット内のごみに含ま

せ、焼却処理する。 

 排ガスは、ろ過式集じん器（バグ

フィルタ）、湿式ガス洗浄装置、脱

硝反応塔の順で処理する。 

 白煙防止対策を実施する。 

 洗車排水はオイルトラップ後、公

共下水道へ放流する。プラットホー

ム洗浄排水は、排水処理設備にて処

理後、プラント用水として再利用す

る。ごみピット排水は、ストーカ炉

内に噴霧する。 

建築物等 

＜建屋形状＞ 

南北 84.5m×東西 59m 

（1 階部分の一部のみ東西方向幅

67.5m） 

＜建屋形状＞ 

南北 90m×東西 60m 

＜煙突断面形状＞ 

円形（直径 10m） 

＜煙突断面形状＞ 

矩形（10m×10m） 

環境

保全

計画 

緑化計画 

 屋上部への緑化は、プラットホ

ーム等の屋上のほか、壁面へ緑化

を行う。 

 屋上部への緑化は、プラットホー

ム等の屋上のうち利用可能な部分

とする。 

供給

施設

計画 

電  気 

タ ー ビ ン 発 電 の 発 電 容 量 は

9,700kW とする。太陽光発電の発電

容量は 10kW とする。 

タ ー ビ ン 発 電 の 発 電 容 量 は

7,900kW 以上とする。太陽光発電の

発電容量は 10 kW 以上とする。 

３ 変更の理由 

  公設民営方式による事業者がＪＦＥエンジニアリング株式会社に決定し、同社との設計協議を

進める中で、施設配置計画、施設計画（処理フロー、建築物等）、環境保全計画（緑化計画）、

供給施設計画（電気）の内容が確定したことにより変更するものです。 



４ 施設全体配置図 

【変更後（図―１）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【変更前（図―２）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 第１０回地元協議会開催のお知らせ 

  日 時 平成２２年１０月８日（金） 午後６時３０分から 

  場 所 ふじみ衛生組合敷地内ＪＦＥ現場事務所大会議室 

問い合わせ： 

   ふじみ衛生組合 新施設建設準備室担当：田中、深井  電話０４２－４９０－５３７４ 

● 新ごみ処理施設の工事進捗状況 

ふじみ新ごみ処理施設建設地は更地となっていましたが、建設地西側に、ＪＦＥエ

ンジニアリング株式会社の現場事務所が建設されました。 

  第 10 回地元協議会から、ＪＦＥ現場事務所１階の大会議室が利用できるようになり

ます。 

  なお、現場事務所へは、建設地西側の出入口より、入場することができます。 


